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す
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日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
東
海
第
二
発
電
所
再
稼
働
に
関
わ
る
経
理
的
基
礎
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
で
東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働
に
関
わ
る
経
理
的
基
礎
に
つ
い

て
質
疑
が
行
わ
れ
た
が
、
政
府
答
弁
の
中
で
不
明
確
な
部
分
が
あ
っ
た
の
で
質
問
す
る
。

東
海
第
二
発
電
所
は
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
で
四
十
年
を
迎
え
た
。
原
子
力
発
電
に
係
る
四
十
年
廃
炉
ル
ー
ル
に
従

え
ば
廃
炉
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
事
業
者
で
あ
る
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
（
以
下
、
「
日
本
原
電
」
と
い
う
。
）
か
ら
、

原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、
二
十
年
の
運
転
期
間
延
長
の
申
請
が
出
さ
れ
た
。
運
転
延
長
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
新
規
制

基
準
に
基
づ
い
た
安
全
対
策
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
東
海
第
二
発
電
所
の
場
合
、
少
な
く
と
も
工
事
費
と
し
て
一
千
七
百

四
十
億
円
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
原
電
に
「
経
理
的
基
礎
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
そ
の
費
用

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
審
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
原
電
は
、
こ
の
一
千
七
百
四
十
億
円
を
支
払
う
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
東
京
電
力
及
び
東
北
電
力
に
資
金
支
援
を
依
頼
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
、
日
本
原
電
に
「
経
理
的
基
礎
が
あ
る
」
と
判
断
し
た
理
由
と
し
て
、
衆
議
院
経
済

産
業
委
員
会
で
更
田
委
員
長
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
答
弁
を
し
た
。

（
�
）
日
本
原
電
か
ら
、
東
京
電
力
及
び
東
北
電
力
に
よ
る
資
金
支
援
を
受
け
る
計
画
が
示
さ
れ
た
。
（
�
）
こ
の
計
画
の

一



見
込
み
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
東
京
電
力
及
び
東
北
電
力
に
対
し
て
そ
の
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
資
金
支
援
す
る
意
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
�
）
経
済
産
業
大
臣
に
意
見
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
同

大
臣
か
ら
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
並
び
に
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
（
平
成
二

十
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
（
以
下
、
「
原
賠
機
構
法
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
及
び
東
京
電
力
の
新
々
・
総
合
特
別
事
業
計
画

の
内
容
に
照
ら
し
て
問
題
は
な
い
と
の
回
答
を
得
た
、
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
東
京
電
力
及
び
東
北

電
力
の
意
向
と
経
済
産
業
大
臣
の
見
解
を
も
と
に
し
て
、
日
本
原
電
に
「
経
理
的
基
礎
が
あ
る
」
と
判
断
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
出
席
し
た
東
京
電
力
は
、
資
金
支
援
を
す
る
か
ど
う
か
ま
だ
決
め
て
い
な
い
と

答
弁
し
て
い
る
。

一

東
京
電
力
が
資
金
支
援
を
決
め
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
一
千
七
百
四
十
億
円
に
対
す
る
経
理
的
基
礎
は
な
い
と
理
解
す
る

が
、
そ
れ
で
正
し
い
か
。
そ
れ
で
も
経
理
的
基
礎
が
あ
る
と
原
子
力
規
制
委
員
会
が
判
断
す
る
場
合
は
そ
の
理
由
は
何
か
。

二

東
海
第
二
発
電
所
は
、
今
後
テ
ロ
対
策
工
事
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
費
用
は
一
千
億
円
程
度
か
か
る
と
予
想
さ
れ

る
。
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
の
中
で
東
京
電
力
は
、
こ
の
費
用
の
資
金
支
援
は
決
め
て
い
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
日
本
原
電
は
、
テ
ロ
対
策
工
事
が
で
き
ず
東
海
第
二
発
電
所
を
稼
働
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
東
海
第
二
発
電

二



所
が
稼
働
し
な
け
れ
ば
、
日
本
原
電
は
一
千
七
百
四
十
億
円
の
工
事
費
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
原
電
が
、
一

千
七
百
四
十
億
円
の
工
事
費
の
回
収
が
で
き
な
け
れ
ば
、
資
金
支
援
を
行
っ
た
東
京
電
力
も
福
島
の
責
任
を
果
た
す
上
で
マ

イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
原
電
が
テ
ロ
対
策
費
用
の
支
払
い
の
目
途
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
東
京
電
力
が
行
う
、
日
本
原
電
の
一
千
七
百
四
十
億
円
の
工
事
費
に
対
す
る
資
金
支
援
は
、
原
賠
機
構
法
や
東

京
電
力
の
新
々
・
総
合
特
別
事
業
計
画
の
内
容
に
照
ら
し
て
適
当
で
は
な
い
と
思
う
が
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。
そ
れ
で

も
経
済
産
業
省
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
は
そ
の
理
由
は
何
か
。

三

東
海
第
二
発
電
所
は
、
近
隣
六
自
治
体
と
日
本
原
電
が
締
結
し
た
協
定
の
た
め
、
六
自
治
体
の
同
意
が
な
け
れ
ば
再
稼
働

で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
東
海
第
二
発
電
所
が
再
稼
働
で
き
な
け
れ
ば
一
千
七
百
四
十
億
円
の
工
事
費
は
焦
げ
付
き
、
東
京
電

力
が
福
島
の
責
任
を
果
た
す
上
で
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
六
自
治
体
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
中
で
東
京

電
力
が
一
千
七
百
四
十
億
円
に
対
す
る
資
金
支
援
を
す
る
こ
と
は
、
原
賠
機
構
法
や
東
京
電
力
の
新
々
・
総
合
特
別
事
業
計

画
の
内
容
に
照
ら
し
て
適
当
で
は
な
い
と
思
う
が
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。
そ
れ
で
も
経
済
産
業
省
が
適
当
で
あ
る
と
判

断
す
る
場
合
は
そ
の
理
由
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

三


